
 

 

 

 

 

 

 ３学期が始まりました。時間的には一番短いのですが，この１年の「まとめ」を進めていく大切な学期で

もあります。子どもたちが落ち着いた環境下で「深い学び」「振り返り」を進めていくことができるよう，

職員一同，張り切っていきます。今学期も，どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 どうしても生活のリズムが崩れがちになってしまう長期休業ですが，子どもたちのご家庭での様子はいか

がでしたでしょうか。「ゲームの時間」が長くなってしまった子はいないでしょうか。 

 この冬休み，学力向上担当の職員が「インターネット～オンラインゲームや SNS～依存」についての研

修を受けてきました。あくまでも研究途中の「ひとつの結果」として捉えていただきたいのですが，それで

も，子どもたちの成長に大きく関わってくるショッキングな内容だと感じました。ご家庭の皆さまにもぜひ

お知らせしたい内容がたくさんありましたので，本号ではこのことについて紹介させて頂きます。 

＊画像資料はすべて，研修（消費者教育講座・『ゲーム障害』という名の精神疾患）レジュメから引用。 

【スマホ・LINEの長時間接触による学力低下の深刻な事実】 

 「脳トレ」でお馴染み，川島教授が率いる東北大学の研究チームと仙台市が７年間にわたり継続調査をし

た結果が公表されているそうです。 

 レジュメからの引用のため，やや見づらくて 

恐縮なのですが，右のグラフをご覧ください。 

横軸はスマホを１日に何時間使うか，縦軸は算 

数・数学のテストの平均点です。折れ線グラフ 

は平日にどれくらい家庭で学習するかで，緑は 

２時間以上…という見方をします。このグラフ 

からは，２時間以上家庭学習を行っても，スマ 

ホを１日の４時間以上使う子は，算数・数学の 

平均点が，家庭学習を３０分未満しか行わない 

子（青い折れ線グラフ）よりも低くなってしま 

うという結果を示しています。 

【ネットの長時間利用による脳～前頭前野６領域～の発達阻害】 

 ではなぜ，そのようなことが起こってしまう 

のでしょうか。結論から言えば，ネットの長時 

間利用が，脳の発達に悪影響を及ぼしてしまう 

ためであると，ここでは述べられています。 

 大脳の前頭前野・前帯状回皮質という部分は， 

注意の集中や切り替え，情動的な行動を押さえ 

る機能があるといわれており，その成長は，神 

経細胞のネットワークの強化によってなされる 

そうです。しかし，ネットの長時間利用により 

これらの発達が阻害されてしまうといいます。 

 発達阻害要因がすべて解明されているわけで 
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はないそうですが，そのひとつとして，LINE の通知音などによって，集中力が削がれてしまうことなどが

考えられているとのことでした。 

【なぜ長時間利用してしまうのか？～長時間使用を防ぐために確認しておきたいこと】 

 ではなぜ，ネットは「やめられない」ので 

しょうか。この研修では，「ネット依存」を 

精神衛生疾患と捉えています。（WHO世界保 

健機構でも，２０１８年国際疾病分類に収載 

予定。つまり，国際的にも「ネット依存」＝ 

「病気」と定義付けられることになります。） 

 やめられない理由について，ネットゲーム， 

LINEについて紹介させて頂きます。 

 ネットゲームについては，ご存知の方もい 

らっしゃるかもしれませんが，右に示したよ 

うな特徴があるそうです（ゲームごとの収益 

ランキングからも，いかに利用者が多いかが 

分かります…）。最近は，（筆者はよく知らな 

いのですが）不特定の人とグループを組んで 

対戦するゲームもあるそうで，このような場 

合，「勝手に抜けるとメンバーに迷惑をかけて 

しまう」というような思いも，やめられなく 

なってしまう原因になっているのではないか， 

とのことでした。 

 LINEについては，右下のような事情から， 

やめられなくなってしまうことがあるそうで 

す（いわゆる「既読無視」問題も，原因の 

ひとつとして挙げられるそうです）。 

          ◇ 

 昨年度は全国各地が自然災害に見舞われ， 

帯広での「ブラックアウト」も記憶に新しい 

ところです。このようなとき，ネット環境が 

大変に役立ち，人命が救われたというニュー 

スもたくさん耳にしました。そういう意味で， 

「ネット環境＝悪」とは，決して言えません。 

大切なのは，「適切に使う」ということなのだ 

と，この研修を受けて感じました。 

 一つ目にお示ししたグラフでは，スマホを 

「全くしない」子よりも，「１時間未満」の子 

の方が，むしろ平均点は高いことが分かりま 

す。このグラフの制作者は，「１時間未満」の 

子は，約束を守れる子であり，つまり自己コン 

トロールできる子，自己肯定感の強い子である 

と，捉えているそうです。 

 ご家庭や学校での約束を守れるような，高い自己肯定感をもてる子どもたちを，ご家族の皆さまとの協力

の中で育てていくことができるよう，３学期も努めてまいります！ 

 

 


